
　ACC日本財団の活動をより一層強固なものにするため「ファウンディングメンバー」が発足しました。
　ファウンディングメンバーの方々はアーティストやアートの専門家による国際文化交流支援を行うACCの趣旨を深くご理解頂き、
より積極的にACCの活動にご参加いただくと共に、多くのご支援（会費・ご寄付）を頂いております。
　ACC日本財団は、以前からのACC Japan メンバーズ会員の方々ならびにファウンディングメンバーの方々のご期待に添えるよう、
今後も助成事業を通した国際交流の促進と、皆様にご参加・交流いただけるイベントを提供して参ります。

＜会費（ご寄付）＞
ACC Japan ファウンディングメンバー：ゴールド会員（300万円～/3年）シルバー会員（100万円～/3年）*いずれも分割可
                         ACC Japan メンバーズ：個人（3万円～/1年）  法人（10万円～/1年）
*メンバーズ会員でファウンディングメンバーご希望の方は是非、事務局までお申し出ください。

　ACC日本財団では、ACCのグランティを迎え、それ
ぞれの活動や人生について伺うインタビュービデオシ
リーズの配信を今年７月より開始いたしました。
　幅広い分野で活躍するグランティの皆様に、ACCで
経験した様々なことが今の活動にどう影響を与えてい
るか、また、国境を越えた活動について思うことなど、
それぞれの言葉をお届けしています。
　第1回は、美術家の会田誠さんと岡田裕子さん（共に
1999年グランティ）、第2回は劇作家・演出家の坂手
洋二さん（1998年グランティ）にご出演いただきまし
た。第3回は今年12月末頃を予定しています。
　今後の展開に是非ご期待ください！

グラムへの金銭的な支援だけでなく、グラン
ティが必要とする楽器等物品の寄贈や、グラ
ンティの活動をより深く理解するためのスタ
ジオ訪問などの会員限定のイベントを定期的
に主催するなど、多様な支援活動を通して、
Group 33ファミリーの絆を深めています。
　次世代のアート愛好家が増える中、今年8
月末に「Young Group 33」を立ち上げたとの
ことで、さらなる発展が期待されています。

2000年のGroup 33設立当時、初代メンバーの記念写
真。左から：シューリン･ツァイ、セシル･シャー、
リタ･チャン (ACC台湾ディレクター)、パオリン･
シュー、ルーロン･リュー　

ACCの世界各国・地域の拠点では、支援者
の皆様によるユニークな支援活動がそれぞれ
行われています。特集第一回目は、ACC台湾
のアート・パトロン（支援者）・グループ
「Group 33」の活動をご紹介します。

―台湾アート・パトロン・グループの活動―

「Group 33は、
アートの知識と各個人の
成長を促す泉である。」

Y.C HO　Y.C ホーさん
（Group 33 長期メンバー）

「私にとってGroup 33は、私自身を成長させてくれた場で
あり、グランティへの愛を示す場でもあります。25年前、
私は母と共にACCの支援活動に参加し、その後グランティ
のための財源をより多く集めるため、仲間と共にGroup 33
を立ち上げました。グランティの成長を見守ることだけで
なく、ACCへの愛と支援を通じて仲間たちと絆を深めるこ
とができたことも幸せに感じています。」

親子3世代に渡るGroup 33メンバー (左から：マリー H. シャー、セシル･シャー、エレン･カイ)

「Group 33を設立した当初、私はアートにそこまで詳し
くはありませんでした。この活動を通して、仲間やグラ
ンティと共にアートや文化への情熱や理解を深めること
ができたことに感謝しています。Group 33が成功したの
は、柔軟性とメンバーへの敬意があったからだと思って
います。プレッシャーもルールもありません（期日通り
に寄付すること以外は）。私たちは芸術で絆を深めたの
です。」

（Group 33設立メンバー、ACC台湾財団 理事）
Paolin Hsu　パオリン・シューさん（Group 33設立時代表）

写真中央

Cecile Shah 
セシル･シャーさん

ACC Supporters around the World

第 1 回：会田 誠・岡田裕子

日本語字幕バージョン

英語字幕バージョン

藤井ダニエル Daniel Fujii
ピーター･ギャランテ Peter Galante
程 近智 Chikatomo Hodo
石井剛太 Gota Ishii
川崎 ローレン ブリス Lauren Bliss Kawasaki
近藤正晃ジェームス James Kondo
草野隆史 Takafumi Kusano
長尾佳子 June Nagao
新浪剛史 Tak Niinami
小澤真也 Shinya Ozawa
ティエリー･ポルテ Thierry Porté
高木ジム Jim. M Takagi
田中正明 Masaaki Tanaka
土田耕作 Kosaku Tsuchida
渡 伸一郎 Shin Watari
山下 剛 Go Yamashita

阿部 修 Osamu Abe
アーネスト M. 比嘉 Ernest M. Higa
平野龍一 Ryoichi Hirano
菅 大介 Daisuke Kan
マイケル･クー Michael Khoo
三井洋子 Yoko Mitsui
坪山昌司 Shoji Tsuboyama
宇田麻衣子 Maiko Uda

（他匿名希望 2 名）

ゴールド会員 シルバー会員

ACC Japan ファウンディングメンバーが発足しました！

「ACC Japan グランティ インタビュー」シリーズ　配信スタート！

第 2 回：坂手洋二

日本語字幕バージョン

英語字幕バージョンは近日公開予定

ACC JapanのYouTubeチャンネルにて配信中！

　「Group 33」は台北市、台中市、台南市の
3都市それぞれを拠点とした３つのアート･
パトロン･グループの総称です。ACCとその
グランティを支える友情と愛情に基づいて、
2000年に台北市において設立され、その後
2008年に台南市にて「Group 33 South」が、
2011年に台中市にて「Group 33 Central」
が設立されました。現在、各支部40名、全体
120名の会員で構成されています。
　「Group 33」は「自由な精神、柔軟性、尊敬 
Free spirit, Flexibility and Respect」をモットー
としています。ACC台湾のフェローシップ･プロ

2020年8月に開催されたACC台湾財団理事役員会とGroup 33主催によるACC台湾25周年記念式典

Group 33 グループ・
サーティースリー

グループ･サーティースリー･サウス

グループ･サーティースリー

グループ･サーティースリー･セントラル

ヤング･グループ･サーティースリー

Group 33 活動紹介

2019年11月、ACC台湾財団の台湾東南アジアプログラムの
初年度を記念した、Group 33 Southの台東での2日間旅行の
様子（ACC台湾企画）。台湾原住民族アーティストでこの分
野のキーパーソンであるRahic Talifさん（ACC2000/2020年
グランティ）を訪問。

2019年11月に、国際文化会館（東京･六本木）にて開催した
ACC台湾とACC日本の交流昼食会での様子。

今年7月、ロックダウン中に開催された、第19回台新芸術賞の
年間グランプリと舞台芸術賞をそれぞれ受賞したACC2016年
グランティのイェ･ミンファ（Ming Hwa Yeh）さんと2013年
グランティのウーカン･チェン（Wu-Kang Chen）さん夫妻の
オンライン受賞記念イベントの様子。

メンバーの声

ACC Japan ファウンディングメンバー　（2021年9月22日現在、名字アルファベット順、敬称略）
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グループ･サーティー・スリー

ファウンディングメンバーの方々はアーティストやアートの専門家による国際文化交流支援を行うACCの趣旨を深くご理解頂き、

（他匿名希望２名）

主催 台湾原住民族のアーティストを代表
するラヘズ・タリフ（Rahic Talif）さん（ACC2000/2020年
グランティ）を訪問。


